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1. 調査の概要 

1.1 調査の概要について 

(1) 調査研究の目的 

新設の公共交通施設等のバリアフリー化については、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化

の促進に関する法律」（以下「バリアフリー法」という。）に基づく移動等円滑化基準適合義務

により一定の成果をあげている。一方、民間事業者の所有する既存施設等を含めた一体的・連

続的なバリアフリー化が実現していないことから、高齢者・障害者等からは、実質的な高齢者・

障害者等の社会参加が実現されていないとの指摘もある。 

一体的・連続的なバリアフリー化を実現する手段としてバリアフリー基本構想があるものの、

作成主体となるべき市町村や基本構想に位置付けられるべき生活関連施設等の民間施設の所

有者等の理解不足により、高齢者・障害者等からバリアフリー基本構想作成のニーズがあるに

も関わらず、実現していない実態がある。 

そのため、本調査研究では、一体的・連続的なバリアフリー化により、高齢者・障害者等の

社会参加が促進されることによって生じる各施設等の利用者数の増加や市町村の中心市街地

の活性化等の波及効果について整理・検証を行い、市町村や民間事業者等のバリアフリー基本

構想作成の理解促進につなげるとともに、高齢者・障害者等の当事者の参画等による効果的な

バリアフリー基本構想の作成促進方策を検討し、「バリアフリー基本構想作成に関するガイド

ブック※（平成 20年 10月）」への反映やその活用方策を検討する。 

（※国土交通省ＨＰに掲載有り。 http://www.mlit.go.jp/common/000986660.pdf ） 

 

(2) 調査研究の内容 

1) バリアフリー化の波及効果に係る検証 

一体的・連続的なバリアフリー化を実現している事例等を収集し、高齢者・障害者等の社

会参加が促進されることによって生じる各施設等の利用者数の増加や市町村の中心市街地の

活性化等の波及効果を明らかにするために、必要となる調査項目・調査方法を十分に検討し

た上で即地的・実態的調査を行い、一体的・連続的なバリアフリー化の整備内容とその波及

効果の関係性等について整理・検証する。 

 

2) 効果的なバリアフリー基本構想の作成促進方策の検討等 

一体的・連続的なバリアフリー化の整備内容とその波及効果の関係性等に基づき、波及効

果の高い生活関連施設や生活関連経路の設定方法等のバリアフリー基本構想の計画手法につ

いて検討するとともに、計画作成にあたっての効果的な高齢者・障害者等の当事者の意見の

収集・反映方法等を検討する。 

 

3) 「バリアフリー基本構想作成に関するガイドブック」の見直し案の検討 

バリアフリー化の波及効果に係る検証や効果的なバリアフリー基本構想の作成促進方策の

検討等に基づき、「バリアフリー基本構想作成に関するガイドブック」の改定案を作成すると

ともに、その活用方策を検討する。 

 

http://www.mlit.go.jp/common/000986660.pdf
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1.2 委員会 

上記の検討にあたっては、検討の進め方等の確認を行うため、学識者、障害当事者、モデル都

市担当者等で構成される以下の委員会を 2回（第１回：2月 13日、第 2回：3月 17日）開催し

た。 
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